
『言
明
保
九
年
足
月
九
H
銭
円
砲
ず
る
に
並
ん
で
、
何
民
工
現
に
『
調
車
買
誌
の
骨
、
加

m染
や
上
下
に
わ
か
っ

一
般
且
庄
盟
岨
爪
か
、買
は
河
北
畠
井
土
佐
血
四
爪
か
.
一

カ
ガ
/
グ
ウ
宇

加
置
白
書
庫
ハ
ご
分
凶

H
a
s

h
は
裂
に
そ
の
枕
牒
を
以
て
弱
位
と
し
、
年
々
忌
日
係

一
き
ぬ
配
良
之
』
と
い
ひ
、
貞
享
三
年
恒
町
本
舗
二

一
ぃ
.
つ
れ
と
も
判
明
せ
ぬ
。

一
1
掴
家
は
樹
司
自
政
務
を
行
ふ
宙
門
で
、
S
院
と
も
ヨ

『
に
'伺
小
催
時
以
と
お
す
る
段
砲
を
行
-ヲ
た
。
均
抱
お
初

一
十
半
年
に
、
『.4阪
も
加
到
品
取
の
健
民
よ
く
色
を
作
b
一

カ
ガ
ド
ノ

加
賀
殿

J
マ
7

啄
阿
。

一
い
う
た
。
今
加
賀
附
の
僧
家
の
所
在
に
説
い
て

2
は一

-
耐
祉
印
ち
是
で
あ
る
。
然
る
に
向
制
新
の
佐
民
一
郎
臨
を
や
れ
ば
』
と
あ
る
も
U
L
℃
あ
る
。
こ
の
加
れ
栄

一

カ
ガ
ト
ピ

加
賀
寄

Y
T
は
二
年
正
月
十
一
日
将

一
ん
に、

江
川
市
に
於
い
て
は
、
和
白
抄
に
部
家
郷
と

一一
は
利
U
同
町
村
七
，以
に
移
白
、
別
に
八
腕
耐
耐
を
廷
は
ま
た
御
凶
殺
と
い
う
た
が
、
佐
川
で
は
活
法
染
に
抵
徳
川
吉
町
司
令
し
て
、
白
石
以
上
の
能
川
邸
の
附
近

一
あ
る
も
の

L
M内
に
在
る
べ
き
u
B
C
あ
る
。

こ
の
悩

一
て
た
の
で
あ
る
が
、
石
川
抑制の

川
制
服
に
は

花
つ

色
給
の
加
れ
紋
そ
脳
し
た
切
子
の
紋
版
作
一、
特
に
御

-
に
火
災
あ
る
時
は
人
世
間
し
て
之
を
蚊
ふ
べ
き
を
命

一
家
郷
は
中
川
以
降
行
使
正
と
抑
制
せ
ら
れ
た
も
の
に
日

一
て
綱
紀
の
訓
聞
を
こ
の
八
輔
副
脚
枇
に
あ
る
如
〈
氾
北

附
染
と
い
3
た
ゃ
う
で
あ
る
。

一
じ
、
同
=
一
年
十
且

H
一
日
民
に
命
を
新
た
に
し
た
。

一
る
と
斜
め
ら
れ
、
口
俊

H
の
巾
心
は
ぽ
佐
で
あ
る
か

了
し
で
あ
っ
た
Q

凶
っ
て
明
治
凶
十
二
年
一
月
八
師
跡

一

カ
ガ
ゾ
メ
加
賀

染

二

加
。
白
肢
の
制
人
杉
山
訓
-

n
躍
に
於
い
て
前
町
綱
紀
も
従
来
の
防
火
隊
の
組
様
を

一
ら
、
引
間
そ
の
附
近
に
江
悩
の
凸
U
引
が
あ
っ
た
の
で

祉
を
お
川
政
初
制
批
に
合
併
し
て
新
た
に
松
ぷ
榊
祉
関
之
組
、
阿
久
比
印
見
一
平
総
。
友
琴
・
北
技
・
一
笑
・問

鍛

張

L
、
士
分
火
消
役
の
外
、
別
に
江
戸
節
夫
を
純

一
あ
ら
う
。

し
か
考
へ
る
防
以
は
、
御
一
中
山
町
長
記
保
永

と
蹴

L
、
同
年
十
二
且
古
た
改
め
て
加
れ
榊
枇
と

L
e之
由
"の
談
林
一
肌
制
句
を
四
李
に
開附加
し
た
も
の
で
、

遺
し
て
紛
火
に
計
ら
し
め
た
も
の
、
即
ち
附
に
澗
土
三
年
加
釘
凶
A
H
肢
の
伎
に
、
詰

民
的
止
ひ
ら
貨
に

た。

一
府
荒
木
地
方
別
に
作
V
H
の
川
匂
鍛
を
減
せ
、
脱
鋭
の
府
加
製
品
で
あ
る
。
加
賀
潟
は
本
郷
邸
に
在
っ
て
、
一

一
攻
、
前
川・
熊
坂
・
江
川
を
も
責
処
て
、
出
際
立
で
こ

カ
ガ
ゾ
ウ
ガ
ン

加
賀
象
眼

桑
村

・
水
野
氏
開

y
mに
氏
な
犯
し
て
あ
る
。
出
入
和
元
年
十
二
用
金
搾
獄
番
手
か
ら
三
猿
手
に
別
ち
、
合
紋
を
附
し
た
革
羽
織
一
そ
抽
出
懸
た
れ
O
』
と
あ
っ
て
、
罰則川
・熊
坂
の
共
に

ω

金
仰
の
白
川
山
削
は
毛
彫
山
本
側
の
訟
に
特
株
の
工
夫
を
閉
山
治
郎
兵
術
の
縦

。

を

む
し
、
そ
の
郎
隊
長
は
滞
士
之
に
治
っ
た
。
明
治

一
何
で
あ
る
と
等
し
〈
、
江
川
も
父
今
は
作
在
を
失
へ

加
へ
、
地
金
t
r
m
m唱
す
る
際
、
そ
の
底
協
を
表
耐
よ

カ
ガ
ダ
イ
ヲ

加
賀
大
工

加
引
か
ら
出
た
大
工

十
九
年
河
竹
蚊
阿
田
畑
作
首
長
屋
締
加
到
認
と
制
し
た

一
るけ
U
U
円
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

o
X能

り
も
附
聞
く
し
、
こ
h

に
仙
の
会
民
な
鈎
制
し
て
制
絞

↓
で
、
江
戸
巾州
間
以
後
江
戸
に
出
て
諸
侯
郎
第
の
建
築
脚
本
の
如
き
も
、
亦
こ
の
加
賀
沼
を
凶
材
と
し
た
も
一
誕
の
却
家
は
能
美
に
在
っ
た
と
い
」
を
泌
設
と
す

を
な
し
、
剥
訴
の
町
民
な
か
ら
し
め
た
。
加
引
出
掛川附
と

一
な
ど
に
従
郁
し
た
も
の
を
い
ふ

。

の

で

あ

る

。

7
0
0
此
の
地
は
和
取
引
抄
の
野
口
封
郷
に
脳
L
、
中
附
に

い
ふ
も
の
印
ち
是
で
あ
り
、
金
・
似
・銅
・
μ金
を
地

一

カ
ガ
タ
パ
ナ
か
v
b

た
必

邸
主
制
仙
川

良

か

ら

問

主

つ

て

は

能

m-庄
の
巾
心
で
あ
っ
た
。
石
川
柑
の
榔

コ

ず

金
と
す
る
外
銀
尽
に
も
刷
工
せ
ら
れ
る
。

雨

に

知

る

脚

。

家

は

明

附

で

な

い

。

附

に

市

保

を

以

て

之

に

出

世

す

る

カ
ガ
ソ
ウ
ド
ウ

加
賀
騒
動
加
悦
供
附
川
吉
徳

カ
ガ
タ
マ
イ
シ

加

賀

球

右

能

渋
川
安
宅
に

盗

も

の

も

あ

る

。

議

L
欽
川
紀
に
川
令
城
市
と
い
ふ
川
川

の
巨
大
槻
制
元
を
巾
心
と
し
た
明
刊
を
さ
し
て
い
す
る
際
で
あ
る
o
自
・政

又

は

初

紫

色

の

鉱

山

市

な

慌

が

あ

っ

て

、
そ
の
刈
に
訓
ず
る
に
コ
ホ
を
以
て
し
、

コ

ホ・
4
7
h
v

コ
，。4
7
ト

ひ
、
之
に
日
叫
ん
の
附
曾
を
加

へ
て
稗
史
と
し
た
も
の
を
附
へ
る
一
純
の
石
英
砂
岩
で
、
少

仙

の

惨

叫

刷

物

を

又

肥

後

凶

宇

土

制

古

保

型

、

阿

披

凶

尖

応

地

問

盟

な

に
は
、
見
前
大
脱
退
・
越
的
加
引
見
・
野
狐
物
出
・抱

一
有
す
る
o
ポ

ー

ル

ミ

ル

と

抑

制

す

る

粉

隊

鍛

中

に

入

れ

ど

が

郡

家

の

脱

雀

で

あ

っ

た

例

に

併

せ

考

へ
る
と
き

主
曲
目
談
金
開
口
紀
与
が
あ
り
、
持
太
夫
本
に
は
加
れ

-
る

制

作

総

討

に

代

間

せ

ら

れ

る

。

は

、
全
〈
尚
白
し
得
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
ゃ
う
で
あ

見
山
郭
対
本
・
加
引
見
山
治
的
給
が
あ
白
、
抗
刈
の

カ
ガ
チ
ョ
ウ
ギ
ン
加
賀

挺

銀

務

政

時

代

の

初

る

。

加

到

捕

に

も

亦

部

門

故

郷

が

あ

る

。

今

の

三

抽

出

の

脚
本
に
は
館
山
知
絶
知
〈
一
し
れ
鈍
山
世
相
応
胤
・鈴
山
子
山
間
に
加
れ
で
鍛
治
し
た

γ
似
で
、
花
除
丁
鋭

と

も

い

取

引

は

氾

れ

よ

り

世

間

た

も

の

で

、
川
家
は
即
ち
こ
L

に

部
続〉
・似
仲間後

H
仰
容

が

あ

る

。

ひ

、
そ
の
日
州
知
は
多
い

o
iギ
y
カ

鋭

代

。

在

っ

た

と

す

る

説

も

あ

る

。

カ
ガ
ゾ
メ
加
賀
染
武
家
内
円
抄
に

『
一
応
武
口

カ
ガ
ツ
メ

加
賀
爪

河
北
揃
訓
上
山
に
回
し
、

合
一
〉
分
同
以
前

l
ま
た
今
の
能
ゃ
い
古
川
前
代
村
に
大

録
一
耳
立
永
五
年
十
M
二
十
八
日
是
日
加
れ
中
納
言
利
凶
作
栃
街
の
上
口
に
辿

治

す

る

沼

町

的

。

鎖

・大
開
問
中
の
郎
訴
が
あ
っ
て
、
間
入
或
は
之
を
能

川
口
山
加
到
染
の
乎
縦
川
筋
を
献
上
す
。
』
と
あ
る
加
到
柴

カ
ガ
ツ
メ
加
賀
爪

三

宮

前

記

文

和

二

年

四

且

閉

山

細

川

の

郡

家

に
擬
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
能
出
〈

は
椋
紫
X
は
謀
総

力
力

カ
ガ
ナ
ン
ゼ
ン
ジ
リ
ヨ
ウ
サ
イ
バ
ン
シ
ヨ

加
賀

南
龍
寺
領
裁
判
金
一
容
。
容
初
に

『
悶
郵
寺
領
加

賀
凶
得
抑
制
郷
地
側
代
典
範
巾
常
州
向
山
中
宮
佐
川
純
別

宮
雑
準
以
前
、
抗
原
於
午
ぬ
村
下
知
紙
、
抑
制
各
別

抗
郷
佐
総
村
同
事
』
と
あ
っ
て
、
容
陥
に

『
価
下
知

之
紋
如
件
、徳
治
三
年
五
且
二
日
越
後
凶
平
朝
臣
判
』

と
掛
か
れ
て
ゐ
る
。

カ
ガ
ノ
オ
キ
ク
加
賀
の
お
菊

紛

舗
は
加
ね
に

限
治
せ
ら
れ
て
名
産
と
桝
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
凶

材
に
し
て
、
加
賀
の
菊
酒
躍
の
娘
お
菊
と
手
代
宰
助

と
の
情
話
を
恕
ち
上
げ
た
戯
作
が
可
な
り
に
多
い
。

獄
後
節
の
加
賀
お
弱
妹
背
の
中
的
、
間
入
節
の
妹
背

の
中
汲
、
出
本
節
の
お
菊
幸
助
乱
髪
所
前
加
到
笠
・

お
問
問
孝
助
名
溜
同
町
色
の
中
波

・
ち
ら
し
曲
目
仇
命
毛
、

長
唄
の
幸
助
お
都
道
行
間
総
の
初
限
、
泊
旅
出
節
の

お
山
刑
事
助
比
良
加
賀
紋

・
府
和
歌
分
制
的
肌
打
開
寸
は
皆

こ
れ
で
あ
る
。
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